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商品劣化を考慮した二倉庫在庫方策  
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1．緒 言   

本研究では，販売店倉庫と保管用倉庫の2種類の  

倉庫を用いて，二倉庫間の補充を考慮した1計画期  

間問題を考える．対象となる商品は，季節商品に見  

られるように，需要が一次線形的に増加する傾向が  

あるものと仮定する．ここで，販売店倉庫は，販売  

店における収容能力の小さい倉庫とし，需要はこの  

倉庫より引き当てられる．また，保管用倉庫は，十  

分大きな収容能力をもち，販売店倉庫に補充される  

前段階の倉庫とする．いずれの倉庫においても，在  

庫商品は，指数的に劣化するものと仮定する【1】．さ  

らに，保管費用，劣化損失費用，品切れ損失費用，倉  

庫間の補充費用からなる総費用を考える．そこで数  

値例により，販売店倉庫の収容能力や商品劣化率等  

の変化が，総費用を最小化する最適な倉庫間補充回  

数に与える影響について考察する．  

2．二倉庫在庫モデル 

2．1 モデルの前淀条件  

（1盾十画期間は1期間であり，商品の購入は，期首に   

1回だけ行う．  

（2）需要は一次線形的な傾向をもつものとする．  

（3）販売店倉庫と保管用倉庫の2種類の倉庫が存在   

し，保管費率は販売店倉庫より保管用倉庫の方   

が大きい．  

（4）各倉牽の在庫商品は指数的に劣化し，劣化率は販   

売店倉庫より保管用倉庫の方が小さい．また劣   

化量は劣化損失費用として総費用に賦課される．  

（5）期首に購入された商品は，全て保管用倉庫に保管   

され，一定間隔ごとに次の補充間隔中に必要な需   

要量と劣化量の和が補充量として補充される．  

（6）販売店倉庫は収容能力が小さく，その制限を超え   

て商品を補充することはできない．また，保管用   

倉庫の収容能力は，十分に大きいものとする．  

（7）1回の補充量が在庫収容能力を超えたとき，需要   

に引き当てることができない量は，品切れ損失   

費用として賦課される．  

（8補充費用はその量に関係なく，補充回数にのみ依   

存する．  
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2．2 記号の説明   

本研究で用いる記号を以下に示す．   

Ⅳ：販売店倉庫の収容能力   

d：商品単価  

n：販売店倉庫での保管費率（販売店倉庫での商   

品単価d当りの保管費用）  

C力：保管用倉庫での保管費率（保管用倉庫での商   

品単価d当りの保管費用）  

∫：品切れ損失費率（商品単価dに対する品切れ損失費用）  

尺：1回当りの補充費用  ［円／回］  

β1：販売店倉庫での劣化率  

q：保管用倉庫での劣化率  

r：補充間隔  

〃：補充回数   

U－1）r：補充時点U＝1，2，‥・，〃）   ［日］  

／（J）＝α＋如：時刻Jでの需要量（αは初期需要量，あ  

は需要量の増加率）  ［個］  

J∴サービス期間率（補充間隔【ひ1）乙ノ叩こおける ノ  

在庫保有の割合）   

り‥い）㌻時での補充量  ［個］  

1（り：品切れを起こさない場合の任意の補充間隔   

【田）r椚における時刻ーでの販売店倉庫の在庫量［個］   

キー（り：品切れを起こす場合の任意の補充間隔   

【い）一周における時刻ーでの販売店倉庫の在庫量［個］   

叫g）：定義関数（事象gが起これば1，さもなければ0）   

3．モデルの定式化  

（1）販売店倉庫の費用   

販売店倉庫では保管費用，劣化損失費用，品切れ  

損失費用の3種類の費用が発生する．また，販売店  

倉庫の在庫量の推移を図1に示す．   

任意の補充期間【U－1）乙ノ印こおいて，品切れは補充  

量が販売店倉庫の収容能力を超えた場合のみ発生す  

る．そこで，①品切れを起こさない場合（補充量が  

収容能力を超えない場合）と②品切れを起こす場合  

（補充量が収容能力を超えた場合）の2通りに分けて  

考える．また，②品切れを起こす場合においては，  

GoswamiandChaudhuri［2］のサービス期間率の概念を  

導入し，モデルの定式化を行う．  
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②品切れを起こす場合   

保管費用は以下の式になる．  

W・（㌔（ト1）r －D  
CJl・d  

βヱ   

劣化損失費用は以下の式になる．  

d・Ⅳ・セβ～（ト1’r 
－D  

したがって，総費用は，以下のようになる．  

ー瑚  雛・d・£l，rl（榊・∫．，ノ（亜岬）ロ  
①品切れを起こさない場合   

任意の補充間隔【レ1）こノ円での保管費用は以下の式  

になる．   

C∫・d・∫．，J（ー）d一   
任意の補充間隔【仕1）乙川での劣化損失費用は以下  

の式になる．   

d・∫．，ノ（亜榊‾l）り －1pr  

②品切れを起こす場合   

在庫保有期剛い）＝呵－1）円での保管費用は以下  

の式になる．   

C∫・d・王ニ1’r 
榊d′   

在庫保有期剛U－1）＝呵－1）れでの劣化損失費用は  

以下の式になる．   

仰l）り 
d・王ニl’r／（亜 －1リー   

在庫保有期間【い）＝呵－1）円での品切れ損失費用  

は以下の式になる．   

∫・d・Ll，ノ（碑  
（2）保管用倉庫の費用   

保管用倉庫では，保管費用，劣化損失費用の2種  

類の費用が発生する．そこで，保管量を任意の補充  

時点ノrごとの販売店倉庫への補充量と保管倉庫での  

劣化量について考え，販売店倉庫と同様に定式化を  

行う．  

①品切れを起こさない場合   

保管費用は以下の式になる．  

wノ・むβ～（仰 
－1｝  

・d・Wノ・｛㌔い1’T－1｝）・〟叫＜明  ＋CJl・d・  

・（cル£：1’T 榊・d・∫1；∵l’r…g町l）n －1】df  

Wセりノ‾1汀 －1）  

・∫・d・且り，r′（碑・Cかd・   

・d・Wセ…Tヰ榊ノニ可・〝・尺  

4．数値例   

モデルの有効性を示すために，販売店倉庫の在庫収  

容能力，品切れ損失費率，保管用倉庫の保管費率，販  

売店倉庫の劣化率等を変化させ，数値計算を行った．  

5．結 言   

本研究では，単品目の劣化する商品を扱った1計  

画期間間蔑において，二倉庫在庫モデルの定式化を  

行い，数値例によって以下のことを明らかにした．  

（1）販売店倉庫の収容能力が小さくなるにつれて，最   

適な補充回数は増加する．  

（21販売店倉庫の劣化率が大きい場合，補充回数をよ   

り多くした方が経済的である．  

（3†保管用倉庫の保管費率が高い場合，補充回数をよ  

り少なくした方が経済的である．  
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りセ机‾1）T 
－1）  

C力・d・  

β2  

劣化損失費用は以下の式になる．   

β王（ノ‾1）T 

d・Wノセ －1｝  
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